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特別授業「世界初 はやぶさ２の挑戦！」講師：JAXA津田雄一先生 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柿 中 だ よ り    第２２号 

令和６年２月26日（月） 
江田島市大柿町大原９２０ Tel：0823-57-2065  fax：0823-57-2146 

  

【学校教育目標】「誠」を校訓として、人間性豊かな、たくましい生徒の育成につとめる 

～「時を守り」「場を清め」「礼を正す」～ 

２月９日（金）、JAXAはやぶさ２のプロジェクトマネージャーの津田雄一先生にお越しいただき、特別授業「世界初 はやぶ

さ２の挑戦」を行いました。これは、本年度本校で実施しているリーディング DXスクール事業の一環で、大古小学校の５、６年

生とともに、本校の体育館で実施しました。SSRの生徒と大古小学校の３、４年生は、リモートで視聴していきました。生徒たち

は、先生から直接お話を聞くことができてとても感激していました。 

「はやぶさの壁面の金色のもの」について質問した３年生の撫くんは、さとうみ科学館が南校舎１階に展示してくださったは

やぶさ２のパネルをじっくり見て、疑問を持ち、理科の開内先生にもその疑問を投げかけ、直接質問してみたい気持ちになった

生徒です。直接質問できてとても感動したようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒たちの感想です。】 

◎津田先生の講演を聞いて、一番は自分の中にあるチャレンジすることに対 

しての考え方が変わったなと思いました。私は新しいことにチャレンジする 

のが苦手で、今までできるだけ挑戦することを避けてきました。 

でも今回の津田先生のお話でチャレンジすることの重要さ、楽しさが知れて、私もやればできるんじゃないかと希望を持つ

ことができました。自分の中でもすごく良い経験になったと思います。お忙しい中、貴重なお話を聞かせてくださり本当にあ

りがとうございました。 

◎好きなことを追求していって、それがいつしか夢になってその夢を叶えるために努力も続けて、かっこいいと思った。僕も好き

なことを追求していって夢を見つけたいと思いました。でも好きなことをやり続けるだけでは成果が出ないと思うので、好き

なことをして夢を創ってそのために努力できるような人になりたいと思いました。 

◎今回のお話を聞いて、津田先生は、自分が好きなことからこんなにすごいことができるんだと思ったので、私も自分の興味

や好奇心を大切にしてこれからの将来、私も好きなことを極めていきたいと思いました。 

◎元々宇宙に興味があって、今日に講演をすごく楽しみにしていたので、今日聞けてとても楽しかったです！宇宙にはたくさん

の星があってその中の何百万個のなかの一つの小惑星が炭素と水でできていることに驚きました。この小惑星を調べるこ

とで地球の歴史だけでなく、人類の歴史までわかってしまうと聞いてとても感動したし、素晴らしいことだと感じました。リュウ

グウはとても遠くにある上に小さくて、地球から調べるということはとてつもないくらい偉業なことで、そんなことを成し遂げ

た津田さんや研究チームの方々のことを本当に尊敬するし、素晴らしいことなんだと改めて感じました。今回のお話を聞いて

「津田さんは自分が好きなことからこんなにすごいことができたんだ」と思ったので、私も自分の興味や好奇心を大切にし

てこれからの将来、私も好きなことを極めていきたいと思いました！ 

◎表面が凸凹していて着地のプログラムを４ヶ月に渡って書き直し、何通りも電波で送ったその忍耐力もすごいと思いました。

約１kmしかない小惑星に狙ったところから 60cmのズレしかなく着地できたのもすごいと思いました。そして、目標を遥か

に超える成果が出ていてやっぱり人の力はすごいと思いました。なので、私も津田先生がおっしゃっていたように人との出会

いや、自身の好奇心を大切にしようと思いました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然豊かな江田島市の生き物(ウニ)を生かした授業！ 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２月16日(金)、江田島市の海辺の生き物『バフンウニ』を活用した｢有性生殖｣受精の観察・実験を行いま

した。江田島市の豊かな自然を生かした授業です。３学期は、１年を通して一番潮が引く時期です。大潮の干

潮時、授業で扱うバフンウニを採取し、さとうみ科学館の観察会で採取したものと合わせて授業を行いまし

た。「生命の誕生である受精の瞬間を自分の顕微鏡で観察してスケッチする」ことを授業のめあてとして行い

ました。このような授業が容易にできるのも、豊かな自然のある江田島市だからこそです。 

江田島に生まれてよかった！ 江田島の豊かな自然に感謝ですね。 

授業では、生徒たちは、意欲的に取り組み、興味深く観察していました。事前に１時 

間ごとに受精させた受精卵の観察も同時に行い、卵割して２細胞から８細胞になってい 

る受精卵も50分の授業で観察することができました。 

授業後、実験で使ったウニの命を頂いて、数えきれないくらいたくさん生まれた受精卵は、元の海辺にさと

うみ科学館の平山先生に返していただきました。ありがとうございました。 

・。 

 

 

 
 

                                                

                                      受精から 

                                      ６日後 

 

 

                                      動き回っ 

ています 

ワークシートでの生徒記述を掲載します。 

○生きているウニを間近で見ることがないから新鮮だった。受精卵は、２細胞→４細胞→８細胞と２倍ずつ増

えていることが分かった。とても生命のすごさに気付いた。細胞がどこまで増えるかが気になりました。 

⇒人の場合、約60兆個の細胞があると言われています。 

○受精の瞬間を始めてみたので、こうやって生まれるんだなあと思いました。１つの精子しか卵に入ることが

できないことが分かった。また、受精すると少しずつ細胞が分かれて分裂（卵割）していくことが分かった。

この受精卵から、どのように成長するのかが気になった。 

○実際に観察したら、ちょっとずつ動いていたから生き物ってすごいと思いました。卵割している受精卵で１

週間くらい経ったらどうなるか知りたい。時間が経つにつれて卵割するのにビックリした。 

○時間がなくて受精膜をもっと隅から隅まで見てみたい。（どういう形なのか、色、大きさなど） 

○受精膜ができるまで、時間があまりかからず、すぐに卵と精子が合体すると分かった。どのくらい時間が経

過したらウニのようなトゲができるのか調べてみたいと思った。 

○何時間で100回分裂するのか知りたい。 

⇒最初の 2 細胞になるのに受精後 1 時間 30 分くらいかかり、その後、４細胞、８細胞・・と約１時間ごと

に分裂（卵割）します。 

◎JAXA の人たちが最後まであきらめずに、小惑星の表面のものや地下

の物質を取ろうとしていてそれを見て僕は、あきらめなければ色々なこと

が達成できるんだと思いました。 

◎小さな興味を育てていったら、夢のようなことができるという言葉

で自分の夢をあきらめないようにしようと思いました。 

◎難しいことでもあきらめずにみんなと協力してやれば成功すると学んだ

から自分も同じことができるようになりたい。 

◎「小さな興味を育てていったら夢のようなことができる」という津田先生

の言葉で自分の夢をあきらめないようにしようと思いました。 

※ とても困難な状況を強い意志とチームの団結力で、世界初を成し遂げ

られた津田先生からのお話は、生徒たちの心にとても響き、今後の生徒

一人一人の人生によい影響を与えると思いました。 

＜２月１４日の中国新聞に掲載されました。＞ 
 


